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I 諸 言

m和29年9月26～27日来型した台風第15号によ い, 各所にﾡ大なる被害を受 

けたが, 秋田営林局管内国有林にもヌ多大の被書があり, 秋田支場で管理して 

いる試験地に も 被害があつたが,と りあえす務沢,仙養坊及び平流の3試験地 

に かて城状態 を 調布 し た。

森林経営上の参考に資するため,その概ﾡを報告し許在の御教示を得たいと 

思う第である。

I 被害当時の気象状況

当時の気象状況を秋田測誌所では次の様に報じている。即ち台風第15号は,9 

月19日頃グワ ム 島の南方海上に発生し,徐々に西に移動しその間一•時弱い熱帯 

性低気圧と見られたが, ル ソ ン島海上に達する頃から次第に発達して急に 

進路を北に転向 し,北上 を続•け 台湾の東方海上に来て25 日 早朝には中心示度は 

975mh位にな り,更に進を北東に転じ毎時 50km位の割合早い連度で, 沖縄 

の西力海上を北東に移動し, 26日早朝には九州南部に上陸した。その後四国, 

鳥取を経て日本海に出たが,中心示度は多少深交 り,968mhとなつた主 ・で, 

毎時100kmの連度でなお も 北 に移動し, 26 日の14時か ら15時にかけて,秋田 

県の西方海上約 200kmのところに逆した。 (第6図台風第15号経路図参照) 

ﾡこの頃の秋田県の気変化の状況をみると , 25日 の 夕方には一時沿海州方面 

から南東進して来た冷気団にお ゝ われ気過は下つたが, 夜に 入つてその頃九州 

に接近していた台風の中心附近 より 東北東にのびていた温暖前線が活発にな り 

26 日期までに約25mnmの剛を観測した。その後前線は大第に北上し. 当地方は 

太 平二洋方面の高気圧の勢力内に入 り 天気は回復•し気温は上昇した。しかし南東 

の風は朝力から次第に強主 り26日 9時には風門注意報が, 又同 14 時には暴風雨



警報が発せられた。その後15時頃には秋田市を集冷前殺が通過し, 今までの南 

東風は念に南西に変る と共に暴風雨 となつた。(第57図合風第15号気候図参! 

此の時の突風は最大瞬間で33.4m/sをﾡ測しその後雨は殆んどなかつたが平均 

風速 20 〜 25 m/s の 暴風が2 1時頃 まで持統 し,此の間 に かて平均最大 風連30.7 

m/s (S.W.6hラ7m) , また瞬間最大ﾡ速42.7m/s (S.WV.17 h00m) を観測 

した。ﾡﾡ巣では22時20分頃最大風24.1m/s,瞬間ﾡ大風速36.8m/s を記録 

し, 各地に甚大な る被害を与へて後,北海道西岸をかすつて27日親宗谷海峡よ 

りオホーツ ク海に去つたのである。

I 調査地の概況

調査箇所は,秋田営林署仁別経営区18林班ち小ﾡに設定した務沢天然林収穫 

試験地, 及び同管内男座経営区9林班の小班の仙ﾡ坊天然林収護試験地と ,早 

ロ営林署早口経営区13林班に設定した平流約合試験地内の天然更新試験地の3 

崎所である。何れ も スギを 主とする天然生林分で,被害前の林分形態,特に樹 

高階別本数について見る と,第1図に示す如く, 務沢では7〜4Imに直り分布 

し, 35m及び 15mを ビ 

ークとする2つの相に 

分けられ,仙養坊は42 

mをモー ドC, 35m以. 

上の樹木が大半を占め 

ている。 ,平施では 

35mを山 とする一つの 

相と, 7mを最極価と 

する下層,中層林分が 

大部分を占めている。 

以上の如 く 林相的には 

3 試験地 と も区々であ 

り, 地形 も ま た後述の 

如く相異つている。

IV被害状況

秋田県内の被害を見ると,第2図に示す様に,早口営林署の約11万石を始め 

として,被害総量40万石以上に達し,被害は特に県北地区に多 く 発生している。 

その内務沢, 仙養坊及び平滝 3 試験地での調査結果に よれば,務沢では57本,仙 

養坊13本, 不流12本のスギ天然木が被審を受けている。その被害形態は,務沢 

では 100%仙養の70%が:根返りで,平流の90%は幹折れであつた。ﾡ被害木

ら2 図 秋田県内国有林の被定 

状況と調布地位置図

と残有本と を比較した結果,務沢では約 

40%,仙養坊,平流では夫々約10が被 

害を受けている。又調査地に於ける風例 

方向は, 大部分N〜Sじであり, 当時の

瞬間最大風速時の風向は SWであつた。

▼ 考 察

1. 樹型との関係

暴風に よ る森林被害の主なる因子は, 

気9, 樹型,林型 ・ 地形,土壌の 5 因子と 

思われるが, 風害にﾡく夫々の力は, 根 

返 り の場合一本の樹本の根張 り が,樹冠 

に作用する 風圧に よつて起さ る樹幹の振 

動に, |耐えきれぬ時引き倒されるがそれ 

は必ずしも急激に起こるものではなく, 

先づ強い 風圧に よ る樹冠の振動は ・ 次 々 

に起きる突風によって振動を増し,その 

大きな振動は樹幹から根に伝達され,激 

しいﾡの動ﾡとなつて根毛は切られ, 根 

張りの強度を失い, 遂には次の突風によつて完全に倒されてしまうのである。

f この際樹ﾡの抗ﾡ よ り 根張 り の 力が強い場合に,樹幹が折れる のであつて,

風害 と樹型 と は次の様な関係があ るとさ れてい る ・ 

樹木に対する風圧は,樹冠に受け る風圧に比較

し-て, 樹幹の風圧は微 "たるものなのでこれを無 

視して考えると, 樹冠に当る風圧の中心(風.心) 

にかて, その樹木に対する全風圧が作用する もの 

と考えられる。その風圧中心の高さ,ﾡち風心高 

は,・月台風に よ る商知下に於け る風害調査結 

果か ら推算した ところによれば,大体枝下高に樹 

冠長の1/3を加えたものに近いとされ,これを式で 

表せば第 3 図の如 く である。ﾡ同図にかて, 樹幹 

の 攻断面 ・地上 Z の 所に作用 す る かV z は ・ 風圧

() と 風心か ら共の断面に 到 る 距離の積に等し 

い。即ちWVz=W(o-) であつて, これを風

第3図風心と風心高(o)

:のモー メ ン ト とせば, 風心か らの距離に比例して大き くなり, 之は Zが0の
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とき (根元) 域大となる。又樹幹内部の抗再力は,樹の断面積に比例し, 高 

さと共にするが, その度合はﾡ元から或る商さ主では急で, それより上はﾡ 

慢となる。一般に樹高が大きく,風心が高ければ,危険性は多いが,樹冠が小 

さい場合は, その樹木の受ける風圧も小さいので, これらの関係から樹木の風 

書は,その樹木の枝下高卒と深い関連がある と云う こ とが出来る。

既往の説によれば,暴風に対し最も危険な校下髙率(筷下高/•樹高)は0.3～ 

0.4と考え られるのであつて,風害後残イ木と被害木について,ﾡ下高幸を調べ 

る と枝下高率の極めて小なる もの,又は極めて大きなものが残イ木中に多く見 

られろ管である。今0.3～0.4の桜下商率を危険枝下高率とし, 0.75以上を比鞍 
的桜作商率大なる ものとせば,本調査では,第 4図に示す如く 危険枝下高率を有

%4図 救下高率別本数香分比 する林木が,務沢では,総木数の38% 

を占めるに対し, 仙養坊では6%, 平 

淹では26%であった。又,比較的に風 

害に対し安全であ る枝下高率大な る 林

木の数は,務沢では僅かに0.6%であ る 

が仙養坊は15%, 平i流11 % で あつて, 

枝下高率 のみについてみ ると , 務沢が 

城 も 危険率 大であった と云うこ とが出 

米る。

2. 林型との関係

林分の形態 止から考察すれば,択代 

林分は暴風に強く,また下木,中間木 

を持つ 林分は,それを持たぬ一齊林分 

よ り強い事を知られているが, 本調在 

にかける 3試験地の林分は, 前述の如 

く 平滝は完全に択伐林型を示し,務沢 

もまた,下木,中間木を多く持ち,仙 

ﾡ坊の様な一斉林の型態を星す る 件分に比核して, Eでの危険性が少い筈であ 

る。

但し実際には こ の比較的安全と思われる務沢が,最 も大きなﾡ害を受けてい 

る。これは瓜上一帯が皆伐跡地であつて,林分がﾡ出していた為めに, 強烈な 

る 風圧を直接受けたこ と に も よ るが, ﾡ大の原因は他の因子,特に地形に起因 

する ものと思われる。

3. 地形との関係

一般に山岳林に於ては,地形が甚しく複雑なので風向,瓜連共に著しく変化 

し,子期しない方向より予想以上のﾡ圧をもつてﾡわれる場合が多い・ 買ち風 

は地形によつて, その水平向に90°以上も変同することは珍らしくなく, 又 

地表の高低に 従つて直向 に 上昇 或は下降変化 し,常に抵抗の 少い所 を 選ん 

で吹きぬけ るが, これ らの通路に ある林分は ・ 部分的に甚大なる被害を蒙る門 

合が多い。(第 5 図へ 松照) 本調査でも 姓形の影響が明 らかに認め られたので, 

次に 3 試験地の地形について考•冬を加 义 る ことにする。

務沢は, 海校商 1037m を有する 場 目 の 

南西山脚部で曲って,旭川の右岸,河成段丘 

上であ る。被害地附近は海拔応約 220mであ 

り,日本海岸よ り 約20kmの距ﾡ (海距) に 

位している。地形は第5図1の模式図に示す 

様に,最 も 風害が起 り 易地形であ る V 字溪 

谷の谷筋であ り ,ﾡた旭川の流走方同向が当 

時の瞬間最大風連時及平均最大ﾡ速時の風向 

と,同方向にあつた為めに,風は深谷沿いに 

吹き入り,流線が集主 り 想像以上の風速とな 

つて,試腕地にﾡ大なるﾡを与えたものと 

考える。

•また風は障害物を迂回して吹くことの出来 

め場合には, その障害物を乗り越えて進行す 

る も のであつて, 先づその陞害物につきあた 

りそれから上昇して頂点を越え,裏面に下降 

する。この際流線は始めから裏面沿いに下降 

するものではなしに,頂点をこえた流線は理 

く は慣性によつてその まゝ の方向に吹き流れ 

後に 急に裏而斜面 (風斜両) に沿つて下降

し地につ き あ たつてか ら 又 , 地表に 沿つて吹き ぬけ る。これを模式図で示せ 

第 5 図への如くであつて,ﾡも強い風圧を受け る部分は,障害物の基部と,

その頂点部分, 並びに試真斜面の下部である。仙養坊の場合は,この閲裏科面 

下部にがける被書であつて,第5図Cの模式図に示す様に, 南西向より襲来し 

た暴風は, 本山 (海板高 716 m)責【山(海救商 571 m)毛無山(海教商G73 m)など 

よ りなる陵線によつて,その進路をはゞまれたのでﾡ線の戦部を乗りこえ吹き 

込 ん だ為 め に,流線が圧4 さ れて下降 し,r 度試験地附近 に 於て地林木 と つ
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きあたつたゝめに, 多数の被害を発生するに至つたものと考える。簡校害地附 

近の海抜商は約360mである。乂限. は更に仙養坊沢沿いに下降し,下流沢筋の 

林木に も若干被宙を与えている。

平海は,田代岳(海抜高1177m)の南,女ノ十瀬山(海扱商466 m)とか らなる広 

汎な世部の一部であるが,調布地附近の局部地形状態は, 第5図Dの模式図の 

様に,南北につらなる 正段の東側方の 台地上部平川. 地でめる。 ﾡ海枚商は約 

300m ・ 海開約 40kmであ る。風の抵抗府は地面や水面等下層•に あ る ので ・ 75 さ 

を増すほど風速が増加するか ら,一般に戦部は風術地 とな る のであ る が,この 

験地では風上の丘稜の 低部を 風が乗 り越えて吹 き込んだので, 丘穫に よ つて気 

流上し, 流線圧集され史に 風速を増して,台地上の試験料を製うたものであ 

つて,またこの試験地も林緑なく,前面は皆伐: 跡地であつたので,強烈なる風 

圧をたともにけたものと推祭される。

以上の如く3試麻地の地形は,夫々相異つているのであるが, いづれ も従来よ 

の特に風管の危険性があ る と されている地形の と こ ろであつた。台風に よる森 

林彼寄は ・ その進路に 左右 されるのは 無論であ る が, 本調在 で も 明 らかな様に ・ 

地形及び樹型,林型などによつても被許は著しい影響を受けるのであるが, そ 

り 詳細は更に 今後の 調布に まつも のであ る。

摘 要

1. 昭和29年9月26〜27日台風第15号に依り国有, その他に甚大な波害を濠 

つ た

2. 秋田営林局管内では 県北に被者 も多く 40万石余に達 し,被害状況 及び次 

害形態調のため , 林業試験場秋田支場で管理してい る秋田営林署 管内の 

務沢, 仙委坊両試験地並びに早口営林署管内の平流武験地について現地路 

査を行つた。
台風第15号は, 9月9日グワムぬ南方海上に発生し,26日14～15時秋田県 

西方海上約 200 km のところ を毎時100kmの連座で通過した。秋田測候所 

の観測結果に よれば,平均大風連30,7m/s,大瞬川風速2.7m/sであ 

つた。
4. 被害状況は, 務沢約40%,仙養坊, 平流は夫々約10%が被密を受け, 務沢 

は全彼害木が,仙養は 70 %が根返 りであ り ,平流の 90 %は除折であつ 

な。なお風倒力向は大部分NH～SFである。

5. 危険枝下高率を有する林木は,務沢では38%を占め, 仙養坊 6 %, 平而 26 

%であつて, 樹型上からみれば務沢が最も 危険率大であつた。

6. 林型は ,仙養坊は大休一斉林型であ り , 務沢はや ・ 複層林を呈し,平流は 

択伐林型 を なしてお り ・ ー般に複林分が一斉林分よ り耐風性が強い と さ 

れているが,3試験地中被害は務沢が最も大 きかつた。これは他の因子,特
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に地形に 起因 する もの と 思われ る o

7. 地 形はう試験地 ともに,最も風書が起 り易いとさ tてい る 地形状態 にあろ 

gp ち務沢はV 字溪谷の谷筋の河成段に 上であって,例養坊は風裏斜面下部 

の谷筋であ る , ま た平i海は 尼根筋の戦部上に あり, これら の試験地は地形 

的に最悪条件下にあつて,多 く の被害木の発生を みた も のと推察する。
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